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今回の筆者

『
え
～
！
な
に
～
？
こ
ん
な
こ
と

が
あ
っ
た
ん
だ
～
！
』
こ
れ
は
、
2

0
2
2
年
1
2
月
2
0
日
の
信
濃
毎
日
新

聞
の
「
あ
の
時
の
一
枚
」
に
掲
載
さ

れ
た
写
真
を
見
た
瞬
間
の
私
の
驚
き

の
言
で
す
。
岡
谷
市
誌
（
中
巻
）
を

調
べ
る
と
、
太
平
洋
戦
争
中
の
勤
労

奉
仕
の
欄
に
、
「
勤
労
奉
仕
に
よ
る

木
炭
の
搬
出
」
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の

あ
る
同
様
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
（
p
．
1
7
、
1
）
ぶ
っ
！
こ

れ
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、
詳
し
い
内

容
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

す
る
と
、
今
年
に
な
っ
て
、
諏
訪

市
の
金
子
雅
子
さ
ん
が
、
こ
の
写
真

の
実
物
を
持
っ
て
博
物
館
へ
来
ら
れ

ま
し
た
。
金
子
さ
ん
は
、
以
前
か
ら

博
物
館
へ
何
回
も
お
見
え
に
な
っ
て

い
た
方
で
す
。

こ
の
写
真
面
に
は
、
万
年
筆
で
メ

モ
書
き
が
あ
り
ま
し
た
。
達
筆
な
た

め
読
み
下
せ
な
い
字
句
が
あ
っ
た
の

で
、
長
年
教
員
を
し
、
そ
の
後
岡
谷

し
て
、
兵
器
工
場
な
ど
へ
動
員
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
一
葉
の
写
真
に
映
し
出
さ
れ

て
い
る
極
寒
の
山
道
を
黙
々
と
炭
俵

を
運
ぶ
姿
。
こ
の
炭
は
岡
谷
工
場
へ

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
岡
谷
工
場
と

言
え
ば
そ
の
当
時
は
製
糸
工
場
か
、

生
糸
が
生
産
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ

れ
相
応
の
燃
料
を
必
要
と
し
た
の
で

す。
戦
時
中
、
操
業
を
停
止
し
た
り
、

廃
業
し
た
製
糸
工
場
は
国
の
方
針
で

軍
需
工
場
に
転
換
し
、
航
空
機
器
、

光
学
機
器
、
木
製
機
、
通
信
兵
器
等

の
生
産
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
写
真

の
説
明
文
中
に
は
、
「
産
業
戦
士
」
「
動

員
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
木
炭
の
運
搬
は
、
国
の
統
制
下
で

子
供
・
女
性
を
動
員
し
兵
器
を
つ
く

る
軍
需
産
業
や
製
糸
工
場
の
燃
料
と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
私
は
金
子
さ
ん
に
写
真

の
上
に
説
明
文
を
書
か
れ
た
方
、
そ

し
て
そ
の
文
中
の
「
私
ハ
」
は
、
ど

な
た
か
で
す
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

父
親
の
大
久
保
貞
夫
さ
ん
（
明
治
3
6

年
生
ま
れ
）
と
の
こ
と
。
大
久
保
さ

高
林

千
幸
場
絹
鰭
摘
謂
牒

独
立
行
政
法
人
農
業
生
物
資
源
研
究
所
を
最
後

に
、
長
年
シ
ル
ク
に
関
す
る
研
究
開
発
に
従

事
。
農
学
博
士
。
日
本
シ
ル
ク
学
会
前
会
長
。

2
0
1
1
年
よ
り
岡
谷
蚕
糸
博
物
館
館
長
。

蚕
糸
博
物
館
へ
勤
務
さ
れ
て
い
た
小

口
圭
一
さ
ん
（
昭
和
9
年
生
ま
れ
）

に
読
ん
で
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
次

の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

「
昭
和
十
九
年
二
月
岡
谷
工
場
ハ

木
炭
不
足
二
付
キ
私
ハ
産
業
戦
士
二

千
五
百
人
動
貞
抵
黙
、
肇
へ
行

ける」昭
和
1
9
年
と
い
え
ば
、
敗
戦
色
が

次
第
に
濃
く
な
っ
て
き
た
太
平
洋
戦

争
の
真
っ
た
だ
中
、
物
資
が
枯
渇
し

燃
料
の
入
手
も
ま
ま
な
ら
な
い
時
で

し
た
。
若
者
は
学
生
ま
で
も
が
戦
地

へ
駆
り
出
さ
れ
、
残
っ
た
女
性
、
子

供
、
お
年
寄
り
が
「
産
業
戦
士
」
と

軍
需
関
連
工
場
で
し
た
。

昭
和
4
年
の
世
界
恐
慌
後
、
岡
谷

諏
訪
地
方
の
製
糸
工
場
（
特
に
輸
出

用
生
糸
を
製
造
し
て
い
た
器
械
製

糸
）
は
、
廃
業
・
転
業
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
戦
争
中
の
製
糸
工
場

の
統
計
デ
ー
タ
は
ま
と
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
戦
争
に
突
入
し
た
昭
和

1
6
年
度
と
戦
後
の
昭
和
2
1
年
度
の
製

糸
工
場
数
、
生
糸
生
産
量
を
み
る

と
、
昭
和
1
6
年
の
岡
谷
市
内
の
製
糸

工
場
数
は
m
社
、
戦
後
の
2
1
年
に
は

1
2
社
と
1
7
％
に
減
じ
ま
し
た
。
昭
和

2
1
年
の
生
糸
生
産
量
も
戦
前
に
比
べ

1
6
％
に
減
じ
ま
し
た
。
と
は
言
え
、

8
万
9
千
貢
（
3
3
4
ト
ン
）
も
の

炭
俵
を
運
ぶ
二
千
五
百
人
の
長
い
行
列

ん
は
昭
和
1
7
年
7
月
1
日
か
ら
1
9
年

1
0
月
2
7
日
ま
で
岡
谷
警
察
署
長
を
さ

れ
て
い
た
の
で
、
1
9
年
の
2
月
に
大

久
保
さ
ん
に
よ
っ
て
こ
の
写
真
面
に

記
さ
れ
た
も
の
と
の
こ
と
で
し
た
。

さ
て
、
当
時
の
湖
南
村
で
す
が
、
明

治
期
に
は
楓
作
や
畑
が
中
心
で
、
そ

れ
に
適
さ
な
い
荒
れ
地
や
傾
斜
地
、

土
手
に
桑
を
植
え
て
養
蚕
が
行
わ

れ
、
昭
和
初
期
ま
で
桑
園
を
拡
大
し

産
繭
量
の
増
大
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

湖
南
村
後
山
は
、
標
高
1
0
0
0
m

を
超
え
る
山
村
で
、
寒
天
、
氷
餅
、
氷

豆
腐
、
贅
細
工
、
木
炭
製
造
、
真
綿
づ

く
り
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

戦
時
下
、
燃
料
が
患
う
よ
う
に
手

に
入
ら
な
い
時
代
に
、
多
く
の
人
が

行
列
を
な
し
て
湖
南
村
後
山
か
ら
峠

を
越
え
て
岡
谷
ま
で
炭
俵
を
運
び
出

す
姿
。
人
々
が
黙
々
と
歩
き
な
が
ら

抱
く
戦
争
の
行
く
末
や
、
出
征
兵
士

へ
の
想
い
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
こ

と
な
ど
、
こ
の
一
葉
の
写
真
か
ら
彼

ら
の
複
雑
な
胸
中
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す。
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